
Adobe Illustrator CS6 おしえます！仕事で使えるワザ特集！講座

文字は打つだけでなく、見る人のために
しっかりと調整しましょう。
特にロゴやキャッチコピーは文字を打
つだけでは、インパクトもありません。

この講座ではB5 サイズのお店のチラシをつくりながら、実用性の高いスキルを身につけます

・台紙（トンボ）をつくる

印刷物に欠かせない「トンボ」を作成するところから始めます

■完成形のイメージ
　全体の色とレイアウトの決定

・図形を描いてみよう

・写真を読み込む

■撮ってきた写真を読み込む方法
■Photoshop がなくても、ちょっとした写真の加工ができる。



・タブ機能を使って料金表をつくる
　
■料金メニューをつくる場合、

　商品のアタマと料金のアタマを揃えたい。
　そんな時にタブ機能は欠かせない！
　割と簡単そう、でも奥が深い。
　レイアウトには切っても切れない機能をご紹介。

・パスファインダをつかって、「ふきだし」

■楕円形を 2 つ重ねて合体、ふきだしの完成。
　複数の図形を合成させたり、重なった所を残したり、
　使い方は色々、便利な機能の紹介。

・3D 機能をつかえば簡単にリアルな立体作成

コーヒーカップをつくります。
光沢感のある質感、平面のラベルを 3D 上に張り付け
立体的な表現を持ったものを簡単に作ってしまいます。



・3D 機能の応用、取り囲むような3D テキスト作成
印刷に出す場合の注意点
肝心の機能は「パス上文字ツール」。
曲線の上をはうように並んだ文字を表現するには、欠かせない機能です。
それが出来たらあとは楽です。立体的な文字にし、アングルをマウスで決めます。

・印刷に出す場合の注意点

・写真など、貼付ける画像の形式は?
・イラストレータ自体の保存方法は?
・カラーモードはCMYK で。
・イラストレータver 8 以下での入稿では、透明、アピアランスが使えません。

講師の過去に経験したトラブル談を交え、注意するべき内容をお伝えします。


